






















































































1 起きる 10 歩く 19 持つ
2 立つ 11 走る 20 支える
3 回る 12 はねる 21 運ぶ
4 組む 13 滑る 22 押す
5 渡る 14 跳ぶ 23 押さえる
6 ぶら下がる 15 登る 24 こぐ
7 逆立ちする 16 はう 25 つかむ
8 乗る 17 くぐる 26 当てる






















































動きの種類（個） 例数（例） 割合（％） 延べ数（例）
0 1 0.6 0
1 78 50.3 78
2 46 29.7 92
3 26 16.8 78
4 4 2.6 16
















走る L 102 65.8 38.6 支える M 1 0.6 0.4
つかむ M 28 18.1 10.6 運ぶ M 1 0.6 0.4
歩く L 25 16.1 9.5 押さえる M 1 0.6 0.4
捕る M 13 8.4 4.9 渡す M 1 0.6 0.4
投げる M 13 8.4 4.9 起きる S 0 ― ―
引く M 13 8.4 4.9 ぶら下がる S 0 ― ―
立つ S 11 7.1 4.2 逆立ちする S 0 ― ―
はねる L 10 6.5 3.8 乗る S 0 ― ―
当てる M 9 5.8 3.4 浮く S 0 ― ―
蹴る M 7 4.5 2.7 滑る L 0 ― ―
組む S 5 3.2 1.9 はう L 0 ― ―
持つ M 4 2.6 1.5 泳ぐ L 0 ― ―
跳ぶ L 3 1.9 1.1 こぐ M 0 ― ―
登る L 3 1.9 1.1 積む M 0 ― ―
くぐる L 3 1.9 1.1 掘る M 0 ― ―
押す M 3 1.9 1.1 倒す M 0 ― ―
回る S 2 1.3 0.8 該当なし ― 1 0.6 ―
渡る S 2 1.3 0.8 延べ数 264
振る M 2 1.3 0.8 Ｓ：バランス系（Stabilitymovement）
Ｌ：移動系（Locomotivemovement）
M：操作系（Manipulativemovement）




























移 動 系 146 55.3
操 作 系 98 37.1
計 264 100
は，責任ある様々な活動があるものの，子どもの発育・発達のためにも，記入した時の運動遊び
に対する思いを大切にして欲しいと考える。
本学こども学科の「体育」の授業では，授業初回に，「運動遊びとは，運動と遊びに教育的な
願いを込めて行うもの」であること，また，その運動遊びにおいて大切な事は，「色々な動きを
取り入れた運動遊びをすることで身体的な能力を獲得していくこと」と指導している。学生が記
入した運動遊びの資料の内容においては，「走る」，「歩く」を中心にした移動系の動作が半数を
占めており，動きや分類に偏りが見られた。また，資料の内容に含まれている動きが明記されて
いないものも多く見られた。これは，多くの学生が，「運動遊び」を一つの「運動遊び」として
捉えている傾向が強かったために生じたと推測される。そのため，運動遊びに含まれる動き，獲
得出来る動きや獲得させたい能力を考慮せず，記入に至らなかったと思われる。これにより，運
動遊びの中心となる動きのみが抽出され，大きな偏りをもたらしたものと考えられる。これらの
ことから，運動遊びを作成するにあたって，学生の運動を「させる側」としての意識が希薄であっ
たことを意味するものと推察される。幼稚園教諭へのアンケートでは，運動遊びにおいて重視し
ている内容として，「一緒に遊ぶ」が最も重視されているとの報告，また，保育園や幼稚園での
運動遊びは，自由遊びを中心にする傾向があるとの指摘もある6）。幼児期の子ども達は，自主的
で自由な発想での遊びの中から多くのことを獲得していくことは確かである。また，その中で教
職員が「一緒に遊ぶ」ことにより，活動を支援していくことも大切な要素の一つである。しかし，
運動遊びにおいては，子どもの発想では限界があることも容易に予想される。幼児期は，多様な
動きを行うことで様々な身体的な能力を発達させることが出来る絶好の機会であるからこそ，保
育者が「させる側」として意図的に様々な活動を提供することも重要である。
文部科学省は，改訂版の小学校学習指導要領を平成29年3月に公示した。体育においては，
小学校1，2年生の内容の「体作りの運動」が「体作りの運動遊び」となり，「遊び」が追加され
た7）。これは，幼児期と児童期の連携を強めていくためのものと考えられる。体を動かすことの
楽しさを持続的に持ち続けられることは，心身の発達に良好に働くと考えられる。体を動かすこ
との楽しさは，その活動自体を楽しむことも一つの要素であるものの，「できる」と感じること
も大きな要素の一つである。そのためにも，幼児期では，さまざまな「運動遊び」の中から多様
な能力を獲得し，次のステップに進ませていくことは重要であると考える。今後，学生が保育者
を目指すに当たり，遊びの中にどのような動きがあり，それをどのような「運動遊び」として提
供することにより，どのような能力が身につくのかを考えることが出来る，すなわち，運動を
「させる側」としての力が身につくような指導を検討していく必要がある。
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Ⅴ．本研究の限界
本研究では，学生が記入した運動遊びの資料を基に運動遊びの傾向を検討した。
運動遊びの内容の抽出においては，筆者のみで行った。このことから，内容から予想される中
心的な動きと，資料に明記された内容の動きのみの抽出となった。このことは，記入した学生が
意図した動きの全てを抽出できたものではない。また，今回，分析した資料は1回の記入分であ
る。複数回の記入においては，その傾向が異なる可能性は否定できない。さらに，今回の分析に
おいて検出されなかった12の動きにも影響を与えるものと推察される。これらのことは，今回
の研究での限界となる。
Ⅵ．まとめ
本研究では，保育・教職課程所属学生の運動遊びの傾向について，運動遊びの資料を分析する
ことにより明らかにした。
運動遊びの資料を作成するに当たっては，集団での簡単かつ単純な運動遊びを記入する傾向が
あり，保育現場を想定したと考えられる内容の記入が多い傾向が見られた。これは，保育者とし
ての視点を持ちながら作成した結果と考えられる。
運動遊びに含まれる内容については，「移動系の動き」に偏りが見られるとともに，動きに関
する明記がないものが多数見受けられた。これらのことから，運動を「させる側」としての意識
が希薄で，運動遊びの意図する部分を熟慮していない傾向が見られた。
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